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In regards to Messiah, for many years following its composition, although Hand巴l was held in 

high esteem, there was, unfortunately, a firm砂 rooted belief that his understanding of English 

was insufficient due to his being from Germany. Therefore, to correct his English, and also 

to keep up with the times and not go out of style, naturally his word-settings were modified 

for musical performances. Eventually, in the final quarter of the twentieth century, some 

researchers came forth with the viewpoint that Handel had in fact fully comprehended English 

though it has not been proven yet. 

In this paper, Handel's word-s巴ttings, which were regarded as mistakes by later r巴searchers,

are classified into two groups. The first group, on pronunciation, number of syllables, and stress, 

is classified as word-settings that his contemporaries accepted. The other, on verbal rhythm, are 

word-settings that his contemporaries did not accept, but suggested alternatives for. 

However by examining each group these are the findings; it is proven that Handel did not 

mistake the word-settings on pronunciation or stress, and that he was attempting to pursue the 

possibilities of musical expression. 

キー ワ ー ド ： ヘ ン デル （Handel) 、 メ サイ ア （Messiah） 、 ディ ク シ ョ ン （diction） 、 歌

調付け （word-setting） 、 歌詞の割 り 付け （word-underlay)

1 . は じめ に

G .  F. へ ン デル George Frideric Handel ( 1 685- 1 759） の オ ラ ト リ オ 《 メ サイ ア M田siah》 （ 1 74 1 )

に お い て 、 ヘ ンデルの歌調付 け に つ い て 不 自 然な現象がみ ら れる こ と は 、 作曲 当 時か ら 長年 に わ た り 、

多 く の研究者や指揮者な ど に指摘 さ れて い る （三津 2007: 1 92 1 93） 。 こ の歌調付けの特異性に つ い
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て は 、 多 く の場合、 ヘ ン デルが ド イ ツ 出身であ る と い う 理由で、 英語の理解が足 り な い こ と に 由来

す る と 思わ れ て い た l 。 そ し て 、 ヘ ンデルの 「誤 り 」 を正すため、 ま た、 流行遅れに な ら な い よ う に

時代に 合わせて、 あ る い は 、 歌手が歌いやす く な る よ う に 、 当 然の よ う に 歌調付けを変更 ・ 修正 し

て演奏 さ れて き た経緯があ る （Tobin 1 950: 1 33）。

実際、 ヘ ンデル は 、 ド イ ツ な ま り の英語を話 し て い た と い う こ と であ る が （Burrows 1 99 1 : 75） 、

ヘ ンデルが ロ ン ド ンに移住 し て か ら 《メ サイ ア》 作曲 ま で約 30 年間、 毎 日 聞い て い た ネ イ テ ィ ヴの

英語は よ く 承知 し て い た はずであ り 、 英語ネ イ テ ィ ヴの歌手が歌 う こ と を念頭に 置い て 作 曲 し て い

た と す る と 、 ヘ ン デルの歌調付 け の不 自 然 さ に は、 無知や誤解に よ る の で は な く 他に 理 由 が あ っ た

と 考え る 方が よ い の で は な いか。

当 時の英語 に つ い て は 、 大 き な発音変化を経て、 ま だ現代の発音 と は異 な る 発音 の も の も 多 く 、

ま た様 々 な発音 が 同 時 に 存在 し て い た こ と が分か つ て い る (Jones 1 989: 1 96） 。 ヘ ン デル が 当 時の

発音に合わせて作曲 し た も のが、 時代が進むにつれ、 発音が変化 し た こ と に よ り 、 言葉 と 音楽が合

わ な く な っ て き た と 考 え る こ と がで き る のではないか。

本稿で は 、 こ の よ う な言語変化の影響を考慮に入れつつ、 ヘ ン デルの歌詞付け の特異性 に つ い て 、

ヘ ン デルの時代か ら 現代 ま で、 《 メ サイ ア》 の筆写者、 出版業者や、 研究者が、 ど の よ う な点に着 目 し 、

ど の よ う に 理解 し 対応 し て い た の か、 歌詞付けへの 関心の移 り 変わ り を考察す る 。 さ ら に 、 こ れ ま

での研究者に よ る 《 メ サイ ア 》 の歌詞付け に 関す る 記述を整理 し 、 歌調付け に 関 す る 扱 いや歌詞付

け の 正 当 性 に 対す る 認識の歴史的な推移を見 る 。 こ れ ら の考察に よ り 、 ヘ ンデルの歌詞付けの理由

や意図を明 ら か に す る 手がか り が得 ら れ る も の と 考え る 。

2. 《メ サイ ア》 の歌詞付け に対する扱いの歴史的変遷

こ こ で は 、 ま ず 《 メ サイ ア》 の歌詞付けに対す る 作曲 当 時か ら 現代 ま で の 扱 わ れ方 に つ い て概観

す る 。

2. 1 . ヘ ン デル と 同時代の人々 に よ る歌詞付けの扱い

ヘ ン デルは、 《メ サイ ア》 の初演 C l 7 42） に 際 し て 、 自 身に よ る 自 筆譜をス ミ ス John Christopher 

Smith (? - 1 763） に 筆写 さ せ、 その楽譜を指揮譜 と し て使用 し 、 以後の 自 身に よ る すべて の公演に

も 使用 し た。 ス ミ ス は 、 筆写に 当 た り 、 自 身の意向を反映 し 、 あ え て 自 筆譜 と は異な っ た 筆写を し

た部分があ る （Shaw 1 965 : 1 68) 20 

《メ サイ ア》 の台本をへ ンデルに提供 し た台本作家 ジ、 エ ネ ンズ Charles Jennens ( 1 700- 1 773） は、

出来上が っ た作 品 に つ い て 、 自 分の考え と 異な る 曲付けが さ れ て い た箇所は ヘ ン デル に 修正を依頼

し 、 ま た 自 分用 に所持 し て い た楽譜では 自 己流に修正 し て い た （Burrows 1 99 1 : 79） 。

出版業者 ウ ォ ル シ ュ John Walsh ( 1 709-66） は 父の代か ら ヘ ンデルの作品の出版を一手に手掛け

て い る が、 出版に 際 し て 、 し ば し ば楽譜に手を加 え て い る 。 《 メ サイ ア》 最初の フ ルス コ ア と な っ た
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Walsh Edition と 呼ばれてい る 出版譜に も 、 ウ ォ ル シ ュ は多 く の修正を加 え て い る （Tobin 1 950: 1 33） 。

2ユ へ ン デル没後か ら 1 9 世紀中 頃ま で

そ の後、 多 く の楽譜が出版 さ れ た が、 基本 と な る よ う な楽譜がな か っ た こ と も あ り 、 誤 り や不備

の多い様々 な楽譜が出 回 っ て い る よ う な状態であ っ た。 1 786 年にベル リ ン で 《 メ サイ ア》 を上演 し

た ヨ ハ ン ・ ア ダム ・ ヒ ラ ー Johann Adam Hiller ( 1 728- 1 804） は、 「ヘ ン デル 自 身 も 今 日 生 き て い

た ら 書い た に 違 い な い全 く 新 し い ス コ ア」 を作 り 出す た め に 、 原曲 を改変 し た と い う （ホ グ ウ ッ ド

1 99 1 :  443） 。 1 803 年 に は、 モー ツ ア ル ト W. A. Mozart ( 1 756  1 79 1 ) が ス ヴ ィ ー テ ン Gottfried

van Swieten ( 1 733- 1 803） 男爵に依頼 さ れて、 そ の 当 時のオー ケ ス ト ラ の た め に 編 曲 を し た も のが

出版さ れた。 こ の楽譜に は ド イ ツ 語の歌調が付け ら れて い る 。 そ の 後 も 楽譜の乱立状態は 1 9 世紀の

後半ま で続いた （Cummings 1 903: 1 7） 。

2.3. 1 9 世紀後半以降の研究者に よ る扱い

1 9 世紀は一般に古い音楽への 関心が次第に高 ま っ て き た時代で あ る 。 ヘ ンデルの作品 に 関 し て は 、

ク リ ュ ザ ン ダー Friedrich Chrysander ( 1 826- 1 90 1 ） が、 自 筆譜等を研究 し て 、 『ヘ ン デル全集』 （ 1 858・

1 894/ 1 902） を編纂 し た。 《 メ サイ ア 》 に つ い て は 、 自 筆譜フ ァ ク シ ミ リ を 1 868 年 に 、 現代譜を

1 902 年 に 出版 し た。 現代譜 に つ い て は 、 出版前に ク リ ュ ザ、 ン ダーが亡 く な っ た の で校正がな さ れず、

間違いが多い と 言われて い る が （Mann 1 903: 28） 、 現代譜の先鋒 と し て 現在 も 通用 し て い る 。 彼 は 、

過去の音楽は現在の趣味 に お も ね る よ う な追加や変更は し て は な ら な い と 述べ て い た こ と か ら （木

村 2006: 63） 、 原典を尊重す る 新 し い考え方を し て い た こ と が分か る 。

プラ ウ ト Ebenezer Prout ( 1 835- 1 909） は 、 1 950 年代 ま で標準的な楽譜 と し て使 わ れ て い た ノ

ヴ、 エ ロ 版 （ 旧版） ( 1 902） の校訂者であ る 。 自 筆譜 と 指揮譜に 加 え て 、 Goldschmidt 写本 ヘ 最初の

フ ルス コ ア Walsh Edition ( 1 767） 、 2 番 目 の フ ル ス コ ア Arnold’S Edition ( 1 789） の 2 つ の 印刷譜

と 、 モー ツ ア ル ト に よ る 編曲版 （ 1 803） 、 当 時 出 回 っ て い た 多 く の 印刷譜、 ク リ ュ ザ ン ダー に よ る

最新の現代譜等を参考 に し て、 楽譜か ら 読み取る こ と がで き る 、 ヘ ン デル の歌調 と 彼の意志 （明記

さ れて い る い な い に か か わ ら ず） に 絶対的な敬意を払 う こ と を第ーに し な が ら も 、 自 分の判断で楽

譜を校訂 し た （Prout 1 902a D 。 演奏時に第 2 部、 第 3 部の数曲が き ま っ て省かれる こ と に つ い て は 、

全曲演奏す る と 長 く な る ので仕方がない と し て い る （Prout 1 902b: 382-383） 。

1 950 年代 に な る と 、 没後 200 年を記念 し て 、 《メ サイ ア》 研究が盛 ん に 行 わ れ る よ う に な っ た。

指揮者であ る ト ー ピ ン John Tobin ( 1 89 1 - 1 980） は、 資料を詳細 に 検討 し 、 歌詞を見直 し 、 ヘ ン デ

ル の 当 時の楽譜を忠実 に 再現 し よ う と 試み て 、 主要な現行譜の一つ、 ベー レ ン ラ イ タ ー版 ( 1 965)

の楽譜を校訂 し た。 楽譜に合わせて 出版 し た解説書 （ 1 969） で、 自 筆譜 と そ の ほ か の写本、 出版譜

な ど を比較 し 、 ヘ ンデルの想定 し て い た音楽に つ い て 、 その後人々 の演奏の都合な ど で さ ま ざま な

誤っ た解釈が さ れて き た こ と な ど を考察 し て い る （ 1 969: 1 35- 1 48） 。

歌詞付 け に つ い て 詳細 に 検討 し た の は 、 こ れ も 主要な現行譜の一つ、 ノ ヴ、 エ ロ 版 （新版） ( 1 965) 
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の校訂者 シ ョ ー Watkins Shaw ( 1 9 1 1 - 1 996） で、 彼 は 、 一次資料二次資料を検討 し 、 当 時の演奏

の実態や ヴ ァ ー ジ ョ ンの違いを明 ら か に し た。 自 筆譜 と 指揮譜を始め 、 多 く の写本や初期の 出版譜

に つ い て 、 使用 さ れて い る 紙やイ ン ク 、 筆跡等を詳細に検討 し て 、 それぞれの楽譜の系統を調べた。

それ ら を基に、 自 筆譜 と 指揮譜を比較す る な ど し て 、 ヘ ンデルがいかに 《メ サイ ア 》 を演奏 し て い た か 、

そ の際の演奏者は誰で楽譜は何者E用 いたかな ど について明 ら かに し て い る （ 1 965） 。

そ の後 も い ろ い ろ な研究者が 《 メ サイ ア》 の研究に携わ っ て い る が、 歌詞付け に 関す る 研究 と し

て は、 現在 の へ ン デル研究の第一人者、 パ ロ ウ ズ Donald Burrows ( 1 945－ ） の 研究 （ 1 99 1 ） が、

ヘ ン デルの 当 時の も の に 立 ち 返 る だけでな く 、 ヘ ンデルの意志を尊重 し て 、 へ ンデルの歌詞付け を

踏襲す る と い う ス タ ン ス に 立 っ て い る 点で、 画期的であ る 。 彼 も 現行譜ベー タ ース版 （2003） の校

訂者で あ る 。 彼 は 《 メ サイ ア》 に ついて、 ヘ ンデルのおかれた環境な ど に着 目 し 、 ヘ ンデ、ルの行 っ

た こ と は正 し い と 仮定 し て論を進め て い る 。 《メ サイ ア》 を作曲す る ま で に 30 年 も 住ん で い た 、 母

国 と な っ た 国 の 言葉、 英語は、 毎 日 使 っ て い た 言葉で も あ り 、 そ の ア ク セ ン ト や強勢パ タ ー ン に 鈍

感であ る はずがない、 と い う 立場を と り 、 ヘ ンデルの独特の歌調付けか ら 、 積極的に 英語を こ う 扱 っ

て ほ し い と い う 意志を読み取 る こ と が必要だ と 述べてい る ( 1 99 1 : 75）。 パ ロ ウ ズは 、 現在誤 り と さ

れ て い る 発音 も 当 時は認め ら れて い た であ ろ う と い う こ と は述べて い る が、 そ の 先の検証は な さ れ

て い な し J。

3. 《メ サ イ ア》 の特異な歌詞付けに関する記述

こ こ では 、 《 メ サイ ア 》 の特異な歌詞付けについて 、 その著書な ど で歌詞付け に 着 目 し た記述を残

し て い る 研究者の コ メ ン ト を検討 し 、 現行の楽譜 6 （ と そ の校訂者の意図） も 適宜参考 に し て 、 《 メ

サイ ア》 の歌調付 け に 対す る 扱いの変遷について考察す る 。

3 . 1 . 連声の扱い

くAnd the glory of the Lord) 7、 くHalle！吋ah）、 くWorthy is the Lamb） で は 、 ヘ ンデルがイ タ リ ア

歌曲の連声 （elision） の技法 8 を使っ

て い る こ と に つ いて各研究者が コ メ

ン ト し 、 その考え を校訂 し た楽譜で

実践 し て い る 。

くAnd the glory of the Lord） を例

に挙げる と 、 プラ ウ ト は 、 へ ンデル

が連声の技法を使 っ て い る こ と は認

め て い る が、 彼の解釈では、 使わ な

い と う ま く 表現で き ない部分は使 う

が、 使わずに 済む部分は使わ な い よ

And the glory 106 Scゅ
Prout " ,. • ;\ . r一 、 a 骨’

・I I ・ 4副 陶 山川. \tho 110 - rr. u.. ato台 。，J lho Lord 

Shaw 凋 ・ 暑 （ ． ー 一二 －， ＿ .. 
．砂 川 l ’ l

a曜 蜘 ctofrr, Jllo 仰 愉 吋． 伽 ，，桝＇�－•＇ it陶 Lord 

Tob i n " .. 暑 f → －， ＇ 「工 、 － .. 

., 
同 蜘 ,, .... F判闘 ・1・ ・ 町 胸 110勺 of,tlte 凶d

Burr側l ‘ ， －－－ ー「 〆 一 、＂ ，. ・ . - － 噌，－

., . . 
a岨 t同 110吋�－＂園”w 11・ ・ 円. tho 刷。 ・町 of.”槍 l .. d 、 － ， 九 ‘’ F

譜例 1 glory and, g lory of の連声の扱いの相違
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う に し た と 述べて い る 。 ま た、 ト ー ピ ン は、 ヘ ン デ、ル は連声の技法を使 っ て い る の だ と 述べ、 そ れ

を受け入れて い る 。 こ れ ら の発言か ら 、 英語の歌曲 で は 、 イ タ リ ア 歌 曲 の連声の技法は普通は使わ

な い の だが、 ヘ ン デル は そ れ に 従わ ず、 使 っ て い る の だ と い う こ と が窺 え る 。 1 06 小節か ら の ソ プ

ラ ノ の部分の各研究者の扱い に つ い て 、 それぞれが校訂 し た楽譜を比べて み る と 、 譜例 l の よ う に

な る 。 連声の技法が 2 か所で使われ て い て 、 後の部分は全員連声を 使 っ て い る が、 前の部分は、 プ

ラ ウ ト と シ ョ ーの楽譜で は 、 and の歌調を削除 し て 、 連声を避け て い る 。 こ れか ら 、 プラ ウ ト と シ ョ ー

は 、 へ ン デ、ルが連声の技法を使 っ て い る こ と を知 り つつ、 歌いやす い よ う に そ の歌詞付け を変更 し

て い る が、 ト ー ピ ン と パ ロ ウ ズは ヘ ン デルの歌調付けをその ま ま 使 っ て い る こ と が分か る 。

3.2. 音節数の相違

くThere were shepherds abiding in 

出e field） と 、 くAnd lo, the angel of 

出e Lord came upon 出em） に おい て 、

ヘ ン デル の 自 筆譜 で は were と い う 語

が 2 音節に割 り 当 て ら れて い る 。 こ の

こ と に つ い て 、 それぞれの研究者が コ

メ ン ト を残 し て い る 。

ウ ォ ル シ ュ が l 音 節 に 修 正 し て い

る こ と か ら 、 ヘ ン デ ル と 同 時 代 に 、

were と い う 語 は ヘ ン デル の よ う に 2

There 曹唖re shepherds ab i d i ng 1 
Prout11 ’一 一一一 一、

,_ There 吋蜘肉，dll 0 • 
Tob i n . ,, r 一 一 一．一一「

・� I 、 lb_ere竺！＿！！ ＂＇晴雄国，ds a • 

Shaw " ,. - , 

ω ！ ・ーー
に 恒堕型型抑制，也 ・ －

と And l o. the ange l 6 
.- －一一、

.. ・ 1
s幅 値噛V 瞬間】師向 ・ －' _,, 

f二？ 一一一←一、 － 
e ， 司 ↑

副the間同 町Te e ·」 一一
ー ー 一 一 一 、 . 

.. ' 型竺ーザrea • 
Bart l,ttL一一一「 つ一 「 -

音節の も の と 、 ウ ォ ル シ ュ の よ う に 1 -t; 'l' � � � ？ ア 'l' "' I ;t: � と 「 デ デ － i: 
., : ・圃 ’ "' 『司

音節の も の と が共存 し て い た こ と が窺 知帥側同州sh捌閉由 十 刷出関，由v曲 ・
え る 。

英語史の研究か ら も 、 当 時、 正統派

の 伝統 的 な 発音 と し て 2 音節 の were

が、 進 歩 的 な 発 音 と し て 1 音 節 の

. ·1 • 

里中国型ブ空間崎 益
譜例 2 2 音節の were の扱い

were が存在 し て い た こ と が分か っ て い る （中尾 1 985: 3 1 6、 Barber 1 997: 1 29） 。 ウ ォ ル シ ュ がヘ

ン テ、ルの発音が間違 っ て い る と 思い修正 し た のか、 出版す る 都合で、 客や 自 分の言葉 に 合 わ せ て 歌

いやす く 変更 し た の か は 定 か で な い が、 伝統的 な発音か ら 進歩的な発音 に 改め ら れて い た こ と は 明

ら か で あ る 。 プラ ウ ト は 、 ヘ ン デル は 外国人だか ら 英語への理解が足 り な い と 述べ て 、 そ れ ぞれ譜

例 2 の よ う に were の音節を l 音節に修正 し て い る 。 シ ョ ー は フ ラ ウ ト と 全 く 同 じ修正を加 え て い る 。

ト ー ピ ン は 、 くThere were shepherds） の方は プラ ウ ト や シ ョ ー と 同 じ修正を加 え 、 くAnd lo） の 方

は ヘ ン デルの メ ロ ディ ー ラ イ ン を変更す る こ と な く 、 後に ス ミ ス が書 い た 9 と 言 わ れ て い る よ う に

were が割 り 当 て ら れて い る 8 分音符 2 個 を 4 分音符 l 個 に 変更 し て い る 。 パー ト レ ッ ト は、 ヘ ン

デルの英語の知識が足 り な い と 考 え て い て 10、 作曲時 were を 2 音節で書い た と し て 、 そ の 2 年後、
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1 743 年 版 を 作 曲 す る 時 ま で に l 音節 で あ る と 学習 し た と い う の も 不 自 然 だ と 述べ て い る 。 彼 は

くThere were shepherds） の方 は ヘ ン デル と 同 じ リ ズム を 保つ よ う 、 冒 頭 に and を 加 え て I I 、 were

は 1 音節に し て い る 。 くAnd lo） の方は、 ト ー ピ ン と 同様 に 、 リ ズム を保ちつつ were を l 音節 と し

て 扱 っ て い る 。 パ ロ ウ ズは 、 ヘ ン デルの 2 音節の were に 対 し て 直接の後継者か ら 修正 が な か っ た

の で、 間違いで は な く 当 時 は そ れで受け入れ ら れて い た と 考 え 、 それぞれヘ ンデルの書い た通 り に

were に 2 つの音符を割 り 当 て て い る 。

こ の were に つ い て は 、 プラ ウ ト 以下パー ト レ ッ ト ま で、 ヘ ン デ、ルが間違 っ て い た と し て修正を加

え て い る が、 パ ロ ウ ズは そ の演奏後の状況な ど も 研究 し た結果、 ヘ ンデ、ルが間違 っ て い た の で は な

い と し て 、 彼の歌調付けを受け入れて い る 。

3 .3. メ 口 デ、イ ー リ ズム の単純化

くRejoice greatly） に お い て 、 ウ ォ ル シ ュ は、 シ ン コ ペー シ ョ ン の複雑な動 き を 8 分音符 2 個の単

純な動 き に 変更 し て い て 、 プラ ウ ト はヘ ンデルの奇妙な シ ン コ ペー シ ョ ンの パ ッ セ ー ジ よ り ず っ と

滑 ら か だ と い う 理由 で こ の単純化 し た も のを採用 し て い る 。 プラ ウ ト の 時代 に は いつ も こ の単純化

し た も のが歌わ れ て い た （Prout 1 902d: 530） と し て い る 。 た だ し 、 へ ン デル の歌詞付 け も 楽譜 の

上部に小さ い音符で書 き 加 え て 、 一応の敬意は払 っ て い る 。

こ の単純化は、 ク リ ュ ザ ン ダー は採用 し てお ら ず、 シ ョ ー以降も使われていない。

3 .4. 語の強勢 と 歌詞の割 り 振 り

くThe trumpet shall sound） の歌詞の う ち incorruptible

と い う 語の強勢について は 、 ヘ ンデ、ルが間違 っ て い る と す

る 研究者が多い。 多 く は 、 ウ ォ ル シ ュ に よ る 修正版を採用

し て い る が、 ト ー ピ ン は ヘ ン デルの リ ズム配分は変えずに

強勢のみ修正 し た独 自 の割 り 振 り を行 っ て い る 。 38 ～ 40

小節 と 5 1 ～ 53 小節 に つ い て 、 研究者 に よ る 扱いの違い

を 譜例 3 と 表 l に ま と め た。 表の a ～ f は 譜例 3 に 対応

し てお り 、 a (b） は 、 a を第 l 案 と し て い る が、 b も 、 併記、

あ る い は 別 に （校訂報告の場合 も あ り ） 記さ れて い る こ と

を示す。
表 1 incorruptible の割 り 振 り

38-40 小節 5 1 -53 小節
Chrvsander ( 1 902) a （ 自 筆譜） d （ 自 筆譜）
Prout ( 1 904) b (Wa l sh) e (Walsh) 
Tobin ( 1 972) c (Tobin)  f (Tobin) 
Shaw ( 1 992) b (a) e (d) 
Bartlett ( 1 998) b (a) e (d) 
Burrows (2003) a (b) d (e) 
Koopman (20 1 0) a d 

The tr回明t shal I 回und 38·・40. 51・53
38-40 
，、＂＂＂＂II，圃It 4也 事E - • fl. . ＇且
(e） ～『h

，.，・d a，、 • Oilt • tlO • t i ・ bl.. 
h’曲 臼・＂＂＂＂ ＂＂ � ． ・ fl. • fl.  
Cb市

r・io" d In -eot － 附・........

抽岬E・ � ＂＂ � ．、 .二「a
Cc） －二
岡崎 ・ ・a In • '°' · ,_. ... , •. 

51・53
，、＂＂＂＇e•m ＿ ・ fl. � • 
(d) ＂＂ こ z

In ・ 醐， ー ，.... . ti . bl・h
制柿 刷II制 - φ�＂＂ � 姐
t・｝

bo r•l・ d ＇＂ ・ 回” ’岬-tH1I・
.. M出回 同 ・ 田， ． ，ω・削屯1・

叩
事

- －�� 雄
...・ ・ '" - 幽， - r咽叶4・。lo

譜例 3 incorruptib le の割 り 振 り

こ の よ う に、 プラ ウ ト 、 シ ョ ー、 パー ト レ ッ ト は

ヘ ン デルの強勢の 「誤 り 」 を修正 し た ウ ォ ル シ ュ 版

を第 l 案 と し て採用 し、 ト ー ピ ン は ヘ ン デルの強勢

は誤 り だ と し な が ら も 、 リ ズム は 尊重すべき と し て
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いて、 ク リ ュ ザ、ンダ一、 パ ロ ウ ズ、 コープマ ンはヘンデルの 自筆譜に従っ て い る 。 パ ロ ウ ズは、 当時の

状況を検討 し、 ヘンデ、ルの歌詞付けは間違いではなか っ ただろ う と 述べて い る （Buηows 1 99 1 : 78） 。

3.5. 拍の強弱 と 単語の関係

くHe shall feed His flock) （譜例 4、 表 2） については、 プラ ウ ト のみ、 ヘ ン デル と も 他の研究者 と蜘 S官iケd 胸 仙唱：.34哨 弘 ー λ .. 

・·－出.＿.，‘ 回 －to.ー剛・ー曾国 国 ・ 幅ーー”価 値ot ... ・－be・F司 la·dl:民ー ・.. 

.. �＞&1.18 蜘珊 ハ 札 八 一 h
R喧重 副 ＝て三岳E m ・加’叫ん 田 ・ 加1也 、 ザ岡山，vふ’ 一

譜例 4 (He sha l l  feed His  flock） の歌詞付け

も 異な る 割 り 振 り を し て い る 。 そ の 他の研究者は概ね 自 筆譜か ・all ye’ が挿入 さ れた指揮譜 に 従 っ て

い る 。 パー ト レ ッ ト 以降 は 、 両方の歌調付けを掲載 し て い る が、 第 l 案に置いて い る の は 、 パー ト レ ッ

ト と パ ロ ウ ズは指揮譜の修正 し た も の で、 コ ー プマ ン は 自 筆譜に な っ て い る 。 全体 と し て 、 自 筆譜

重視だ っ た のが、 20 世紀末 に な っ て指揮譜の修正版が見直 さ れて き た と 言 え よ う 。

Chrvsander ( 1 902) 
Prout ( 1 904) 
Tobin ( 1 972) 
Shaw ( 1 992) 
Ba rtlett ( 1 998) 
Bu rrows (2003) 
Koopman (20 1 0) 

表 2 (He sha l l  feed His  flock） の歌調付け
9 小節～ 28 小節～ 34 小節～

a （ 自 筆譜） c （ 自 筆譜） f （ 自 筆譜）
b (Prout) e (Prout) h (Prout) 
a 仁
a c 
a d （指揮譜修正） (c) g （指揮譜修正） （の
a d (c) q （の
a c (d) f (q) 

くI know that my Redeemer liveth) （譜例 5） に おい て 、 自rst-fruits と い う 語 に つ い て は 、 パ ロ ウ

ズが指摘 し て い る よ う に 、 ヘ ン デルが試行錯誤 しつつ変更を加 え て い る （Burrows 1 99 1  :80） 。 最初

は 白rst と fruits の両方を 1 拍 目 に置い て強勢を付けた歌調の割 り 振 り を し て い る が、 そ の後、 負rst

は 1 拍 目 だが fruits は 3 拍 目 に 置 き 、 白rst に の み強勢を付 けた割 り 振 り に 変更 し て い る 。 乙 の部分

について 、 各研究者が ど ち ら を採用 し て い る のかを表 3 に ま と め た。

表 3 白rst-fru its の歌詞の割 り 振 り
1 26 小節～ 1 34 小節～ 1 49 小節～

仁hrysa nder ( 1 902) b （再考） e （再考） h (Smith) 
Prout ( 1 904) a （ 自 筆最初） d (Prout) i (Goldschmidt) 
Tobin ( 1 972) b e q （ 自 筆最終）
Shaw ( 1 992) a (b) c （ 自 筆最初） (e) f (Shaw) (q, h) 
Ba代lett ( 1 998) b (a) e (d) h (g, j （ 自 筆最初） ）
Burrows (2003) b (a) e (c) q (h) 
Koopman (20 1 0) b (a) e (c) h (j) 
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譜例 5 first-fru its の歌詞付け

こ の よ う に 、 プラ ウ ト と シ ョ ーは、 自筆の最初の も のか、 あ る いは 自 説の案な ど を採用 し て い る が、

それ以外の研究者は、 ヘンデ、ルの再考後の も の、 あ る いは ス ミ ス に よ り 変更 さ れた も のを採用 し て い る 。

4. 《メ サイ ア》 の歌詞付けに対する意識の変選

4. 1 . 《メ サイ ア》 の歌調付けに対する研究者の意識の変遷

こ れ ま で見て き た、 研究者に よ る 歌調付けの扱い に つ い て 、 表 4 に ま と め た。

連声、 語の音節数、 語の強勢 に つ い て は 、 ジ ェ ネ ン ズやス ミ ス は何 も 指摘せず、 修正 も し て い な

いの で 、 当 時は認め ら れて い た と 考 え ら れ る 。 と こ ろ が、 ウ ォ ル シ ュ や後の時代の人々 に は受け入

れ ら れな く な っ た と み ら れ、 変更が施 さ れて い る 。 後の研究者の う ち 、 2 0 世紀初頭の プラ ウ ト は 、

ウ オ ル シ ュ に よ り 変更 さ れた も の を 多 く 採用 し て い る が、 約半世紀後の ト ー ビ ン は 、 ヘ ン デルの意

図 を 尊重 し 、 リ ズ ム は ヘ ン デルの も の を守 り な が ら 、 音節数や強勢を 「修正」 し て い る 。 さ ら に 、

パ ロ ウ ズに な る と 、 現在の音節や強勢 と 異な る こ と は指摘 しつつ、 当 時 は ヘ ン デルの歌調付けが認

め ら れて い た こ と を認識 し て い る 。
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拍 の 強弱 と 単語 の 関係 に つ い て は 、 作 曲 当 時 の ス ミ ス や ジ、 エ ネ ン ズがヘ ン デル の 方法 に 対 し 修正

案を提示 し て い る が、 後の人 々 はヘ ンデ、ルの最初の方法を受け入 れ て い る 。 こ れ に対 し て パ ロ ウ ズは 、

ジ ェ ネ ンズの 変更案を受け入 れ た へ ン デルの修正案がヘ ンデルの最終的な意図 で あ る と 考え て い る 。

表 4 メ サイ アの歌詞付けの意識の変遷

Smith Jennens Walsh 
Prout Shaw Tobin Burrows 
( 1 902) ( 1 965) ( 1 969) ( 1 991 ) 

x x A A 

And the g l ory 
連 声 は 使 う 連 声 は 使 う 連声使用 連声使用
が、 使 わ ず が、 使 わ ず

of the Lord 
lこ 済 む 箇 所 に 済 む 箇 所

連
F土ロご

は省 く は省 く
連 声 を 使 わ X A A’ A 
ない 連 声 使 用 連声使用 連声使用 （音 連声使用

Hal lelujah （使 っ て いな 符 を 分 け 非
い 部 分 も あ 連声 に ）
る ）

were を 1 音 X x x A 
T h e r e w e 「 E 節に修正 we「E を 1 音 ヘ ン デ ル は 2 音 節 は ド 当 時 は 2 音
shepherds と 節に修正 2 音 節 と 考 イ ツ 語 の 影 節 も 認 め ら
A n d  l o , t h 巴 え て い る が 響。 リ ズ ム れていた

節数angel 1 音 節 に 修 を 変 え ず 1

の 正 音節 lこ

相1墨
シ ン コ ペ x x x A 
シ ョ ン を 単 シ ン コ ペ c o m et h は c o m e t h は 仁ometh が 1

Rejoice g reat 
純化 シ ョ ン を 単 2 音節 2 音節 音 節 に な っ

ly 
純 化 し た も て い る 箇 所
の あ り

解 決 策 を 提 w w x A 
E苦

T h e  t r u m p et 
案 ヘ ン デ ル は ヘ ン デ ル と ア ク セ ン ト 当 時 は こ れ

の 英 語 を 分 違 う も の を は 正 す が リ も 容 認 さ れ強
勢

shal l  sound 
か っ て い な 採用 ズム は守る て い た
し 、

後 で 指 揮 譜 ヘ ン デ ル に x A A 仁

を 変 更 し て 変 更 を 勧 め 自 筆 諸 に 対 自 筆 諸 に 滑 ら か な 流 J e n n e n s の
H e  s h a l l  feed いる 受 け 入 れ ら し て い ろ い 従 っ て リ ズ れ を 理 解 し 変 更 を ヘ ン
His flock れた ろ な 改 善 策 ム を 維 持 す て い な い も デ ル が 受 け

拍
が 考 え ら れ る のを懸念 入れた

の て い る

日量 別 の も の を 改悪 x A s s 
�� 

I k n o w  t h a t  
採 用 し た が 自 筆 譜 で も 我 々 が 強 勢 ヘ ン デ ル の ヘ ン デ ル は

と 不問だ っ た 指 揮 諮 で も に つ い て 過 ゆ っ た り し 試 行 錯 誤。単圭玉my Redeemer 
な い 別 の 版 敏。 特 徴 的 た 言 葉 の 扱 J e n n e n s の

の liveth 
を採用 な も の は 優 い を尊重 申 し 出 は 拒

係関 先すべき 否
変 更 し て い ヘ ン ァ、 ル に s s A s 

If God be fo r 
る 変 更 を 勧 め 変 更 し た が ヘ ン デ ル の J e 「 m e n s の

受 け 入 れ ら 不満足 言 葉 の 扱 い 変 更 を ヘ ン
us 

れた が向上 し た デ ル が 受 け
入れた

A ： 自 筆譜、 5 ： へ ン デルの再考、 C ： 指揮語、 W : Wa lsh 版、 X ： その他
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全体的に 、 ウ ォ ル シ ュ は リ ズムや言葉の割 り 振 り を な る べ く 単純化す る 傾向 が あ り 、 語の音節数

や強勢について は後の人 々 と 同様の認識を持っ ていた よ う であ る 。

研究者に よ る ヘ ンデルの歌調付けの扱いの変遺 と い う 視点で見る と 、 初期 に はへ ン デル の 歌調付

けを修正 し よ う と し て い る が、 次第に ヘ ン デ、ルの方法 に 従 っ て 考 え る こ と が多 く な っ て き て い る と

言 え る 。 プ ラ ウ ト は ヘ ン デルの方法に敬意を表 しつつ も 、 最終的に は 自 分の 考 え を優先 し て い る 。

シ ョ ー と ト ー ピ ン は ほ ぼ同 時期 に 校訂 し た楽譜を 出版 し た が、 ト ー ピ ンの方がヘ ン デル に 忠 実 に 考

え て い る 点で、 新 し い見方を し て い る と い え る 。 パ ロ ウ ズがヘ ン デ、ルの意 向 に 沿 っ た 考 え 方 を し て

い る の は 、 自 身 に よ る 研究成果の賜物で あ ろ う 。

各研究者の時代背景や研究環境等を考慮す る と 、 プラ ウ ト は、 Walsh Edition の他多 く の 当 時使わ

れ て い た 出版譜 と 、 自 筆譜、 指揮譜を対照 し て考察 し て 、 原典を知 り 当 時の 出版譜の欠点を修正 し

な が ら も 、 自 分の考 え に 従 っ た楽譜を作成 し た と 考 え ら れ る 。 シ ョ ー と ト ー ピ ン は 、 自 筆譜、 指揮

譜 に 加 え て 、 多 く の写本な ど の二次資料を精査 し 、 ヘ ンデルの考 え を生かそ う と し て い る が、 ヘ ン

デ、ルが間違 っ て い る と い う 先入観が妨げに な り 、 そ の ま ま 採 り 入れ る と い う 考 え に は至 っ て い な い。

パ ロ ウ ズは 、 先人の研究を参考 に 、 多 く の一次資料二次資料を精査 し た上で、 当 時の 時代背景や周

囲 の 人 々 の状況な ど も 考慮す る と 、 ヘ ン デル は 間違 っ て い な か っ た の で は な い か と 考 え て い る 。 し

か し 、 現在流通 し て い る 出版譜を 見 る と 、 古楽の演奏で実績を重ねて い る コ ー プマ ンの楽譜 と 採用

す る ヴ、 ア ー ジ、 ヨ ンが異 な る 点があ り 、 研究が ま だ途上であ る こ と が窺 え る 。

4.2. 考察結果

こ れ ら の考察か ら 、 《 メ サイ ア 》 に お け る へ ンデルの歌調付け は以下の よ う に 2 分類 さ れ る 。

ま ず第 1 は 、 作 曲 当 時は認め ら れてい たが、 後の人々 に は受け入れがた く 感 じ ら れ る よ う に な っ

た歌調付 け であ る 。 こ れに つ い て は 、 語の音節数や強勢が現在の認識 と 異な る 点 と 、 イ タ リ ア 歌曲

の連声の技法が使われて い る こ と の 2 種類が挙げ ら れ る 。 語の音節数や強勢が現在の認識 と 異 な る

点 に つ い て は 、 作 曲 当 時の英語に 従 っ てヘ ンデルが歌詞付けを し た が、 時が経ち 発音が変化 し た た

め、 後の人々 か ら はヘ ン テ、ルの英語が間違っ て い る よ う に 感 じ ら れ た も の で あ る 。 社会の扱い手が

貴族か ら 市民へ と 移 っ て い く 時代で、 標準 と な る 言葉の発音や強勢が変化の途上 に あ っ た こ と も 一

因 と み ら れ る 。 連声の技法 に つ い て は 、 作 曲 当 時は こ の技法の導入が受け入れ ら れて い た が、 後の

時代の 人 々 は こ の技法に 従い演奏す る こ と よ り 歌い 易 さ を優先 し た と 考 え ら れ る 。

第 2 は 、 ヘ ンデルの作曲 当 時か ら 変更が提案 さ れて い た歌詞付けで、 へ ン デルが提案を受け入れ

た場合 と 却下 し た場合 と があ る 。 こ れに つ い て は 、 拍の強弱 と 単語の 関係が う ま く 合わ な い点が挙

げ ら れ る 。 こ の場合は発音の変化に よ る の で は な く 、 ヘ ン デルが拍の強弱 と 歌調テ ク ス ト の韻律 と

の関係は絶対で は な い と 考 え 、 人 々 の理解で き る 範囲でず ら す こ と に よ る 表現効果を狙 う な ど効果

的な表現を試行 し て い た こ と に よ る と 考 え ら れ る 。
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5. 結び

以上、 ヘ ン デルの歌調付けの特異性につい て 、 ヘ ン デルの時代か ら 現代 ま で、 《 メ サイ ア 》 に か か

わ っ た人々 が、 ど の よ う な点に着 目 し 、 ど の よ う に理解 し対応 し て い た のかを調べ、 《 メ サ イ ア 》 に

お け る 歌詞付けへの 関心が時代を追 っ て ど の よ う に変化 し て き たのかを考察 し た。

こ れ ら を整理す る と 、 ヘ ン デルの歌詞付けの不 自 然な箇所は以下の 3 種に 分類 さ れ る 。

第 1 . 作曲 当時の英語に 従 っ てヘ ンデルが歌調付けを し た が、 時が経ち 発音や強勢が変化 し た

ため、 後の人々 か ら は へ ン デルの英語が間違っ て い る よ う に 感 じ ら れた も の。

第 2 . ヘ ン デルがイ タ リ ア 歌 曲 の技法を採用 し て 、 隣 り 合 う 2 語をつ な げて 発音 さ せ た歌調

付けが、 後の時代 に 受 け入れがた く 感 じ ら れた も の。

第 3. 発音の変化に よ る ので は な く 、 ヘ ン デルが拍の強弱 と 単語の位置の効果的表現を試行錯

誤 し て い た こ と に よ る も の。

こ れ ら の こ と か ら 、 へ ンデルは 、 《 メ サイ ア》 作曲時に実際に存在 し て い た英語の発音や強勢に 忠

実 に 従 っ て歌調付 け を し て い た と 言 え る 。 即 ち 、 ヘ ンデ、ル は英語の発音や強勢 に 関 し て は 間違 っ て

い な か っ た の で あ る 。 へ ン デル が 当 時の発音 に 合わせて作曲 し た も の が、 時代が進 む に つ れ発音が

変化 し た こ と に よ り 、 言葉 と 音楽が合わ な く な り 、 不 自 然な歌詞付 け だ と さ れ る よ う に な っ た と 考

え ら れ る 。 さ ら に 、 ヘ ンデルが、 英語 に つ い て 理解 し た上で、 さ ら な る 表現の可能性を追求 し て い

た こ と も 裏付け ら れた。

現代の研究者に よ る 歌詞付け に 対す る 扱い に つ い て は 、 20 世紀初め に はヘ ン デルの歌詞付 け を修

正すべき だ と い う 考 え に 立 っ て い たが、 次第に ヘ ン デルの歌詞付け も 認め る よ う に な り 、 20 世紀の

第 4 四半期 に 、 ヘ ン デルの正当性を唱 え る 研究者が漸 く 現れた。 本稿 に おい て 、 ヘ ンデルの 正 当 性

が証明 さ れた こ と で、 その考え 方が正 し い こ と が明 ら かに な っ た。

今後は 、 へ ンデ、ルの 正 当 性を認めた上で、 歌詞付 け に 対す る へ ンデ、ルの意図が さ ら に 解明 さ れ る

こ と が望 ま れ る 。
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あ る 。 さ ら に曲番号 も つけていなかっ たので、 l 曲 1 曲の区切 り も 校訂者に よ っ て異なる。 本稿では各版を公平に扱 う と い う
趣旨で曲番号はつけていない。

8 連続す る 2 語について、 先行す る 語の語末の母音 と 後続の語の語頭の母音を続けて発音す る ため、 合わせて I 音に割 り 振 り 、
音楽の流れが言葉に よ っ て切れないよ う にする技法。 譜例 1 <And 出e glory. the glory of the Lord＞ の場合は、 Glory and の

ry と and、 glory of の －ry と of がそれぞれ 1 音に割 り 振 られ、 繋げて発音されている。
9 RM1 8.e.2 写本 （Tobin ! 965: 1 38） 。
10 イ ギ リ ス人の歌手が、 当時にせよ現在にせよ、 were を 2 音節で歌っ ている こ と や、 それを聴い て ジ ェ ネ ンズ、が喜んでいる こ

と は想像 しがたい、 と 述べている （Bartlett ! 998: 296〕 。
I I パー ト レ ッ ト は、 こ の曲の歌詞は ジ、エ ネ ンズがルカ に よ る福音書第 2 章 8 節か ら採っ た も ので、 出典 と な る欽定訳聖書では、

こ の箇所は、 自And there were in the same country shepherds abiding in the field， ’ と な っ ている ので、 and を加え た と 校訂報告

で述べている （ibid.） 。
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